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統
制
組
織
と
問
題

事
愛
勃
愛
以
来
賓
施
せ
ら
れ
た
各
般
の
経
持
統
制
に
は
多
〈
の
摩
擦
抵
抗
が
伴
っ
た
。
勿
論
、
官
民
と
も
に
統
制
K
慣
れ
ざ
る
た

め
統
制
技
術
の
拙
劣
さ
か
ら
起
し
た
る
、
い
は
ピ
無
用
の
摩
擦
も
少
〈
左
か
っ
た
。
然
し
統
制
は
、
従
来
原
則
と
し
て
自
由
に
委
ね

ら
れ
て
ゐ
た
生
産
・
配
給
・
債
格
・
消
費
等
に
何
等
か
の
規
制
を
加
へ
る
も
白
で
あ
る
限
り
、
各
個
人
又
は
個
々
の
企
業
、
或
は
経

織 済
白

又建
L土 三
間 VJ

需器
IC 

妻吉
元 EE
き且
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雨雲
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及 造
可犬
' ヨ二

害警
は中
注小
目 工

ミ書
きと
もの
の聞
が白
星う 組

る
。
今
や
多
方
闘
に
亙
る
統
制
白
組
織
漸
〈
整
備
し
、
従
来
の
産
業
組
織
と
白
摩
擦
の
問
題
も
明
か
と
た
る
と
共
に
、
之
に
劃
す
る

趨
膝
現
象
が
現
は
れ
る
に
至
っ
た
。
己
a
A

に
は
中
小
工
業
に
於
け
る
統
制
組
織
が
商
工
業
者

ι奥
へ
た
る
二
三
の
影
響
、
特
に
下
請

制
工
業
・
問
屋
制
工
業
に
興
へ
た
る
影
響
と
之
に
関
聯
し
て
問
屋
金
融
に
於
け
る
援
化
を
と
り
上
げ
て
見
た
い
。

先
づ
今
H
の
統
制
組
織
の
課
題
、
換
言
す
れ
ば
統
制
白
具
健
的
目
標
を
明
か
に
す
る
と
と
が
使
宜
で
あ
ら
う
。
之
に
は
凡
そ
五
の

も
の
を
皐
げ
得
る
。
一
原
材
料
。
配
給
統
制
、
一
一
生
産
統
制
、
三
輪
出
入
リ
Y

タ
制
に
閲
す
る
統
制
、
四
軍
需
下
請
(
地
方
続
制
工
業
)

に
闘
す
る
統
制
、
及
び
五
特
業
に
闘
す
る
統
制
。
い
ム
ま
で
も
な
ぐ
今
日
軍
需
資
材
確
保
の
た
め
民
需
向
物
資
の
配
給
は
極
端
に
制

統
制
組
織
と
問
屋
壷
融
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統
制
組
織
と
問
屍
金
融

第
五
「
一
審

四

第
三
規

六
人

限
せ
ら
れ
る
に
至
っ
て
、
多
〈
の
原
材
料
に
配
給
統
制
が
行
は
れ
、
之
が
今
円
統
制
組
織
の
最
大
白
任
務
と
怠
っ
て
ゐ
る
。
統
制
と

い
へ
ば
直
ち
に
配
給
統
制
か
物
債
統
制
を
想
起
す
る
程
の
重
要
さ
を
持
つ
。
但
し
物
情
統
制
は
一
臆
他
の
統
制
と
、
目
標
と
組
織
と

を
異
に
す
る
か
ら
今
ほ
考
察
の
外
に
訟
〈
。
い
ま
問
題
と
す
る
中
小
工
業
針
策
は
統
制
強
化
に
よ
る
中
小
工
業
者
の
困
難
を
救
済
せ

ん
と
す
る
祉
曾
政
策
的
意
義
と
、
進
ん
で
国
民
経
済
白
卒
生
産
機
構
の
中
に
於
て
彼
等
に
一
定
の
位
置
を
指
示
せ
ん
と
す
る
再
編
制

的
意
識
と
を
持
う
も
の
で
b
る
。
軍
需
下
請
も
特
捜
下
請
も
こ
の
載
に
於
て
鑓
り
は
な
い
。
営
面
の
問
題
は
配
給
統
制
と
下
請
統
制

ム
」
か
ら
出
て
来
る
。

下
請
統
制
組
織
に
お
け
る
摩
擦

中
小
工
場
に
よ
る
軍
需
品
製
作
の
下
請
は
直
接
陸
海
軍
作
業
向
胴
上
り
受
註
す
る
揚
合
と
、

を
中
小
工
揚
が
下
請
す
る
揚
合
と
に
分
た
れ
あ
。
前
者
は
初
め
海
軍
工
廠
の
指
導
下
に
行
は
れ
、
地
方
統
制
工
業
の
名
稽
を
以
て
呼

一
日
一
民
間
ん
工
揚
が
受
註
し
そ
の
一
部

ば
れ
た
が
、
今
日
は
陣
海
軍
何
れ
上
り
も
護
註
さ
れ
て
ゐ
品
。
地
方
中
小
銭
工
業
者
の
救
済
を
目
的
と
し
、
多
数
の
大
都
市
中
小
ヱ

業
者
を
封
手
と
す
る
煩
を
避
け
た
た
め
、
営
初
は
六
大
都
市
を
除
〈
地
方
に
の
み
限
ら
れ
た
。
地
占
中
小
銭
エ
業
者
は
一
般
に
技
術

程
度
低
〈
、
納
期
そ
白
他
に
つ
き
無
秩
序
た
る
た
め
、
技
術
及
ぴ
経
費
欣
態
に
幾
多
の
指
導
と
改
善
と
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
。
業

者
を
し
て
工
業
組
合
を
組
織
し
て
必
要
な
る
共
同
設
備
を
な
さ
し
め
、
文
府
麻
廓
が
之
を
指
導
す
る
と
共
に
、
受
註
斡
旋
を
行
ふ
と

い
ム
組
織
を
と
っ
た
白
は
之
が
た
め
で
あ
る
。
事
務
進
展
に
従
ひ
碑
業
問
題
が
緊
念
化
す
る
や
、
時
業
主
要
す
る
中
小
工
業
者
を
最

も
よ
〈
包
容
し
得
る
の
は
、
物
資
不
足
の
際
軍
需
下
請
よ
り
外
に
た
い
か
ら
、
各
地
の
輔
業
相
談
所
の
指
導
の
下
に
こ
の
方
面
の
下

H擦も畳〈同一ではな然し乍ら地方統制工業は車車業問題以前よ P寅施され、
いから、乙誌には両者を匝別した。
拙稿、下請制工業に於げる最近白書豊化(鯉済論議第50巷樺z競)。1) 



請
は
更
に
描
出
展
し
た
。
か
〈
の
如
き
特
捜
工
業
者
の
軍
需
下
請
も
亦
一
般
忙
低
技
術
で
あ
る
か
ら
、
工
業
組
合

合
類
似
の
組
織
吋
の
組
織
に
よ
っ
て
指
導
統
制
の
要
が
あ
る
己
圭
勿
論
で
あ
る
。
地
方
統
制
工
業
が
六
犬
都
市
附
近
に
も
若
干
及
ぼ

さ
れ
た
の
は
こ
白
頃
の
事
で
あ
制
。
己
れ
ら
中
小
工
業
者
に
工
業
組
合
を
組
織
せ
し
め
る
の
は
、
事
務
上

ω便
宜
か
ら
も
出
て
ゐ
る

由

(
又
は
小
組
合
、
小
組

一
般
に
か
L
る
業
者
は
低
技
術
た
る
の
み
な
ら
令
、
中
に
は
零
細
業
者
を
も
含
み
、
小
さ
い
も
の
の
み
で
は
自
立
す
る
能
力
及

〈
、
稽
大
た
る
業
者
と
共
に
活
動
し
て
初
め
て
受
註
能
力
も
出
来
る
か
ら
に
外
た
ら
な
い
。
従
っ
て
若
し
比
較
的
優
秀
友
る
業
者
が

離
脱
す
る
た
ら
ば
、
繭
徐
の
者
は
十
分
の
活
動
を
注
し
得
宇
、
或
は
全
〈
存
立
を
保
ち
得
な
い
揚
合
が
少
〈
友
い
の
で
あ
る
。

ド
諦
制
工
業
の
第
二
の
範
山
崎
た
る
大
工
場
下
請
制
に
於
て
は
之
と
大
い
に
趣
を
間
関
に
す
る
。
大
工
場
下
請
制
は
軍
需
品
に
限
ら
や

民
需
口
聞
に
於
て
も
行
は
れ
る
が
、
先
づ
大
工
場
は
自
己
白
下
請
エ
揚
を
自
由
に
選
探
す
る
。
下
請
に
出
す
工
程
の
技
術
程
度
に
膝
じ

て
通
営
危
る
工
揚
を
濯
ぴ
、
軍
部
白
承
認
書
へ
経
れ
ぽ
上
い
。
選
ぶ
理
由
は
技
術
程
度
に
よ
る
も
、
下
請
加
工
賃
の
低
廉
に
よ
る
も

縁
故
に
よ
る
も
、
ま
た
従
来
白
取
引
関
係
に
よ
る
も
、
全
〈
自
由
で
る
る
。
た
vh
あ
ま
り
に
低
技
術
の
業
者
に
下
請
せ
し
む
る
と
き

は
た
と
ひ
加
工
貨
は
低
廉
で
あ
っ
て
も
製
品
の
精
度
が
低
下
す
る
。
全
憶
の
製
品
白
精
度
は
か
ミ
る
下
請
部
分
の
精
度
に
制
約
さ
れ

る
か
ち
で
あ
る
。
犬
工
場
が
比
較
的
優
秀
た
る
中
小
で
揚
を
自
己
の
支
配
下
に
置
か
ん
と
努
力
す
る
に
至
る
己
と
は
葦
し
首
然
で
あ

る
。
と
h
に
於
て
地
方
統
制
工
業
又
は
特
換
不
請
に
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
工
揚
を
引
き
抜
か
ん
と
す
る
問
題
が
出
て
来
る
。
勿
論
前
遁

し
た
る
如
く
地
方
統
制
工
業
は
あ
ま
り
犬
都
市
に
寅
施
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
然
る
に
大
工
場
下
請
削
工
業
は
主
と
し
て
大
都
市
の
中
小

機
械
工
業
者
の
地
盤
の
上
に
立
つ
。
そ
れ
故
に
犬
工
場
下
請
制
が
之
と
利
害
の
針
立
を
起
す
己
と
は
さ
し
亡
多
い
事
例
で
は
な
い
。

け
れ

E
も
特
業
関
係
の
軍
需
下
請
は
都
市
に
も
地
方
忙
も
賞
施
さ
れ
て
ゐ
る
。
持
換
中
小
工
業
者
が
そ
の
工
業
組
合
中
に
比
較
的
優

統
制
組
織
主
問
屋
金
融

コ
一
三
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秀
な
る
工
場
あ
っ
て
初
め
て
存
立
を
保
ち
得
る
と
い
ふ
事
は
、
柑
押
業
が
一
般
に
極
め
て
困
難
な
る
事
情
に
あ
る
際
、
特
に
重
大
で
あ

る
。
し
か
も
大
工
場
は
か
a
A

る
優
秀
工
場
を
自
己
の
下
請
工
揚
に
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

之
に
つ
い
て
何
れ
の
立
揚
を
認
む
べ
き
か
、
問
題
は
、
重
鮪
主
義
主
賓
行
し
、
犬
工
揚
白
生
産
力
増
大
を
主
と
す
べ
昔
か
、
従
つ

て
中
小
工
業
者
の
多
少
の
犠
牲
も
忍
ぶ
べ
し
ど
す
る
か
、
或
は
中
小
工
業
の
保
護
を
重
視
し
、
園
民
経
済
全
慢
に
於
け
る
持
働
力
の

調
整
を
生
産
政
策
の
上
位
忙
置
〈
べ
き
か
、
に
上
っ
て
決
ま
る
。
現
在
の
政
策
は
周
知
白
如
〈
前
者
で
あ
る
。
大
工
揚
・
優
秀
工
場

中
心
の
重
劉
主
義
に
あ
る
。
か
〈
て
大
工
揚
が
優
秀
た
る
設
備
を
具
へ
た
る
自
己
白
工
揚
E
損
張
せ
ね
ば
た
ら
む
は
勿
論
の
と
と
乍

ら
、
比
較
的
優
秀
な
る
下
請
工
揚
を
選
揮
せ
ん
と
す
る
行
動
も
認
め
ざ
る
を
得
一
な
い
で
あ
ら
う
。

問
屋
制
工
業
に
於
け
る
商
人
排
除

配
給
統
制
は
今
日
行
は
れ
て
ゐ
る
統
制
中
で
最
も
庚
汎
た
範
囲
を
占
め
て
ゐ
る
。
配
給
統
制
は
不
十
分
た
る
物
資
を
必
要
た
る
方

商
へ
流
さ
ん
と
す
る
目
的
を
も
つ
が
故
に
、
之
を
園
滑
に
行
ふ
た
め
に
は
配
給
過
程
の
合
理
化
が
必
要
と
た
る
。
個
々
白
企
業
白
白

ね尚
ばた
たる
ら活
t.r.動
い1)に
。よ

てコ
而て
し 白
て曲

目出 -E 
J同 行
主音 』士
極れ
の て
合

ゐ
理 4

1t 日江
と m

貨ν、
の/、、
流

ぽ
直れ
ちは

極
に

め
中て
問品

市蒜
八し
の

て
整ゐ
理ザ

が工?
問ー

題て
と

之
友 h

そ薪
lIi;1 
組
織
に

上
そ〉

で

簡
単
化
せ

一
は
配
給
費
の
過
大
を
遊

け

↓
は
商
業
資
本
の
中
小
工
業
座
迫
を
除
〈
た
め
で
あ
る
。
商
工
省
そ
の
他
に
於
け
る
最
近
の
政
策
は
何
れ
も
と
白
方
向
に
進
ん

で
ゐ
た
。
今
や
配
給
統
制
上
の
必
要
は
己
の
動
き
を
一
居
促
進
す
る
乙
と
a
h

左
っ
た
の
で
あ
る
。

原
材
料
の
配
給
統
制
定
V
製
品
目
飯
賢
輔
制
)
は
た
る
べ
〈
商
人
の
手
を
経
宇
し
て
直
接
工
業
者
比
謝
し
て
(
若
〈
は
工
業
者
よ
p
〉之

本位同昨男、 統制組湾の理論、 306頁。酉日給過程申告理化は拘慣統制の荷崩
的手段としても必要であり、最近ほこ白意味で重視されてゐる。



を
行
ム
。
統
制
組
織
が
直
接
購
入
配
給
に
ま
で
営
ら
友
い
時
は
‘

割
営
又
は
配
給
誇
明
書
(
切
符
)
の
護
行
を
左

L
、
詮
明
書
は
原
則

と
し
て
工
業
者
に
興
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
工
業
者
は
之
を
配
給
業
者
に
持
参
し
て
原
材
料
を
入
手
す
る
。
商
業
者
の
指
示
を
侠
た
や

し
て
原
材
料
獲
得
槽
を
確
保
す
る
己
主
L
在
っ
た
の
で
あ
る
。
己
れ
は
問
屋
制
工
業
に
と
っ
て
は
少
か
ら
ね
餐
化
と
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
葦
し
従
来
問
屋
制
エ
業
に
於
て
は
問
屋
は
原
材
料
の
少
〈
と
も
一
部
を
自
ら
購
入
し
た
る
上
、
ー
ム
業
者
に
支
給
し
、
又
は
原
材

料
代
金
白
延
沸
を
許
し
、
製
品
販
買
を
婚
営
す
る
と
と
as

共
に
こ
白
貼
を
遇
ビ
て
申
小
工
業
者
に
大
た
る
支
配
植
を
ふ
る
ひ
、
加
工

賃
の
切
下
げ
を
強
要
し
た
の
で
あ
る
。
問
屋
が
申
小
工
業
者
に
設
備
資
金
モ
白
他
の
融
通
を
行
ふ
と
き
も
同
巴
〈
工
業
者
支
配
の
重

要
注
る
槙
粁
と
在
る
が
、
貨
物
売
る
原
材
料
の
支
給
は
殆
E
之
と
同
様
た
る
妓
果
を
も
っ
。

か
〈
の
如
き
配
給
統
制
に
よ
っ
て
問
屋
商
人
白
地
位
に
如
何
左
る
鑓
化
が
起
っ
た
か
、
現
寅
に
問
屋
商
人
は
排
除
さ
れ
た
か
、
・
契

に
二
三
の
事
例
を
皐
げ
る
。

綿
織
物
業

綿
赫
に
つ
い
て
は
昭
和
十
三
年
七
月
以
来
圏
内
用
製
品
に
使
用
を
禁
止
し
(
軍
需
且
び
特
克
品
を
時
〈
て
綿
締
配
給

は
専
ら
輸
出
用
に
の
み
行
は
れ
る
。
し
か
も
綿
布
製
織
は
原
材
料
生
産
者
た
る
紡
績
曾
杜
以
外
の
者
に
は
禁
止
さ
れ
た
。
紡
績
舎
枇

は
従
来
よ
り
織
布
を
金
器
し
て
は
ゐ
た
が
、
紡
績
曾
枇
の
襲
品
は
或
る
種
類
に
限
ら
れ
て
ぬ
た
し
、
そ
の
他
の
縮
布
、
創
ち
手
工
的

操
作
、
特
殊
の
加
工
を
要
す
る
も
の
等
に
つ
い
て
は
各
地
の
中
小
綿
織
物
業
者
が
之
に
首
っ
て
ぬ
た
か
ら
、
紡
績
舎
枇
は
自
己
の
責

任
に
於
て
と
れ
ら
に
賃
織
せ
し
め
る
外
な
い
。
か
〈
て

E
の
揚
合
に
は
紡
績
曾
祉
が
直
接
織
布
業
者
に
原
総
を
供
給
し
て
賃
織
せ
し

め
、
製
品
を
引
取
っ
て
、

更
に
加
工
業
者
を
経
又
は
粧
宇
し
て
輸
出
商
に
寅
る
か
ら

己
a
A

に
綿
赫
商
と
綿
布
商
と
は
排
除
さ
れ

る
己
と
h
友
る
。
と
れ
ら
商
人
に
し
て
製
法
白
一
部
を
も
粂
ね
る
製
造
問
屋
は
商
人
と
し
て
白
活
動
を
認
め
ら
れ
左
〈
在
る
。

統
制
組
織
と
問
屋
金
融

億
五
十
一
巻

七

第
三
韓

七

画蕗耳障夫、輔業統制と鵠績曹世(日本組骨畢官銅、恒骨串論集、第句碑)其他。2) 



統
制
組
織

k
問
屋
金
融

第
五
十
一
巻

帝
三
擁

七

=
一
三
凡

然
し
乍
ら
事
買
は
屡
々
、
商
人
を
何
等
か
の
形
で
認
め
ね
ば
た
ら
な
か
っ
た
。
例
へ
ば
機
業
者
が
多
数
且
小
規
模
で
あ
る
揚
合
、

殊
に
製
品
種
類
が
多
い
揚
合
に
は
と
れ
ら
を
或
る
程
度
結
合
す
る
己
と
は
原
料
獲
得
、
製
品
販
買
上
必
要
の
事
で
あ
り
、

E

L
で
は

問
屋
の
存
在
は
十
分
の
理
由
を
も
っ
。
統
制
寅
施
後
ム
」
離
も
、
紡
績
舎
一
砿
は
か
h
る
多
数
の
小
業
者
と
交
渉
す
る
こ
と
は
煩
雑
に
搭

へ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
K
問
屋
を
利
用
す
る
と
と
L
た
る
。
又
産
地
が
紡
競
合
一
枇
・
輪
出
高
か
ら
譲
〈
離
れ
て
ゐ
る
揚
合
に
は
産
地
問
屋
の

存
在
は
必
要
と
た
る
。
か
〈
て
例
へ
ば
播
州
綿
織
物
業
に
於
て
は
従
来
、
紡
績
舎
枇

l
綿
赫
商
!
機
業
者
締
布
商

i
輸
出
商
の
艇

路
K
於
て
製
織
・
版
蔑
さ
れ
て
ゐ
た
の
が
、

「
綿
締
商
は
形
式
的
に
も
寅
質
的
に
も
消
滅
し
た
が
、
綿
布
商
は
在
来
の
取
引
事
情
に

通
院
せ
る
結
果
、
紡
績
舎
祉
の
出
張
員
又
は
仲
立
入
と
し
て
紡
績
高
聞
社
民
包
挿
せ
ら
れ
、
紡
績
曾
枇
の
名
に
於
て
従
来
週
り
の
取
引

方
法
を
繕
績
し
た
。
」
ι
目
立
後
の
揚
合
忙
綿
布
商
の
商
業
的
活
動
は
著
し
く
制
限
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
之
に
封
し
遠
州
に
於
て
は
小

機
業
者
多
〈
、
日
製
品
の
種
類
か
ら
分
業
著
し
〈
、
従
来
製
治
問
屋
が
と
れ
ら
O
間
に
あ
っ
て
問
屋
O
機
能
を
果
し
て
ゐ
た
の
で
あ

る
が
、
統
制
貨
施
以
来
も
之
を
排
除
す
る
こ
と
不
可
能
で
あ
り
、
賞
際
土
紡
績
舎
祉
と
輪
出
商
と
自
己
に
従
属
せ
る
一
群
の
賃
織
業

者
と
白
聞
の
連
絡
を
E

と
っ
て
ゐ
た
。

最
近
に
至
り
製
造
問
屋
の
紡
績
舎
枇
並
に
機
業
者
に
封
ず
る
闘
係
を
明
確
に
せ
ん
と
し
て
、

(
賃
紬
業
者
白
)
「
グ
ル
ー
プ

p
y
ク
E
制
度
化

νL之
を
製
浩
問
屋
が
統
轄
し
て
「
一
工
場
一
紡
顔
合
一
粧
リ
ン
ク
の
原
則
を
確
立
す
る
」
乙

と
L
-な
っ
た
。
雑
綿
圭
生
地
縮
布
と
に
於
て
詳
細
な
る
賭
に
相
違
が
あ
る
が
、
原
則
は
同
じ
〈
グ
ル
ー
プ
白
統
轄
者
と
し
て
製
造
問

屋
白
地
位
を
認
め
た
と
と
で
あ
る
。

人
絹
織
物
業

人
遁
絹
材
開
は
人
絹
舎
枇
止
り
各
地
の
特
約
鹿
に
販
賀
さ
れ
、
機
業
者
は
大
憶
に
於
て
日
本
人
造
絹
織
物
工
業

組
合
聯
合
曾
(
人
工
聯
)
工
業
組
合
の
割
話
て
る
切
符
に
よ
り
特
約
底
よ
り
購
入
す
る
。

製
品
目
輪
出
に
つ
い
て
は
輪
出
統
制
が
行

藤井茂、我圏綿織物工業白輸出伸張力(困民経済雑誌、第68巷第3説、 96頁)。
前掲論文、 97-99頁。

3) 
4) 



は
れ
て
ゐ
る
。
し
か
も
配
給
統
制
に
於
て
圏
内
向
に
つ
い
て
己
モ
人
絹
の
購
入
に
は
走
資
組
合
員
門
特
拘
庖
)
が
営
り
、
機
業
者
に
封

す
る
個
々
の
配
給
に
は
従
来
の
寅
情
を
隼
重
し
て
元
買
業
者
・
卸
費
業
者
が
之
を
行
ふ
も
の
と
さ
れ
た
航
、
事
責
上
産
地
問
屋
白
取

扱
ふ
敢
量
は
極
め
て
φ
量
で
あ
れ
、
他
方
輪
出
用
に
至
つ
て
は
工
業
組
合
に
直
接
配
給
植
が
奥
へ
ら
れ
、
紙
は
特
約
府
か
ら
開
給
き

れ
て
問
屋
は
排
除
さ
れ
る
と
と
L
な
っ
た
。
か
〈
て
特
約
庄
は
認
め
ら
れ
る
が
、
産
地
問
屋
の
活
動
は
著
し
〈
制
限
さ
れ
る
と
と
L

た
っ
た
の
で
あ
る
。

か
〈
の
如
き
統
制
に
よ
る
商
人
排
除
傾
向
に
劃
し
て
商
業
者
は
如
何
忙
し
て
封
廃
す
る
か
。
従
来
主
り
中
小
機
業
者
多
き
幅
井
地

方
人
絹
織
物
業
に
つ
い
て
見
る
に
、
問
屋
は
と
れ
ら
機
業
者
に
原
料
支
給
叉
は
金
融
を
注
し
、
叉
製
品
白
販
買
を
行
っ
て
、
て
業
者

を
綜
合
・
支
配
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
統
制
後
と
雌
も
か
L
る
問
屋
制
ヱ
業
白
形
態
を
何
等
か
白
方
法
で
維
持
せ
ん
E

と
す
る
努
力

が
強
い
。
或
は
商
業
者
の
側
よ
り
、
或
は
工
業
者
の
側
よ
り
。
先
づ
産
地
問
屋
は
機
業
者
数
個
と
，
ア
ロ
ッ
ク
{
共
販
官
壮
・
酷
肱
代
行
担

合
の
如
き
形
を
と
る
)
を
形
成
し
、
機
業
者
を
代
表
し
て
原
料
配
給
を
う
げ
、
又
製
品
の
販
寅
を
引
き
受
け
る
。

そ
の
中
比
は
人
工
聯

に
公
認
さ
れ
て

E
式
忙
原
料
配
給
を
受
け
得
る
も
の
と
、
公
認
を
う
貯
宇
し
て
事
責
上
之
を
行
っ
て
ゐ
る
も
白
と
あ
る
。
恰
島
原
材
脚

の
配
給
が
闘
滑
を
絞
昔
、
特
に
中
小
機
業
者
に
は
原
料
獲
得
難
が
甚
し
か
っ
た
の
で
、
彼
等
自
ら
数
個
相
集
ま
っ
て
原
紙
商
叉
は
織

布
商
と
結
び
付
き
、
以
て
原
料
獲
得
上
の
地
位
を
強
化
せ
ん
と
す
る
動
き
も
あ
る
。
中
小
機
業
者
た
る
が
故
に
、
商
業
者
を
排
除
す

る
よ
り
も
却
て
利
用
ぜ
ん
と
す
Z
の
で
あ
る
。
(
問
屋
を
排
陪
せ
る
機
業
者
白
み
の
共
同
購
入
・
共
同
販
買
を
な
さ
ん
と
す
る
プ
ロ
ッ
タ
も
あ
る
J

更
に
之
と
別
個
に
犬
養
本
、
就
中
犬
阪
方
面
白
特
約
唐
・
人
絹
曾
枇
が
資
本
的
K
進
出
し
て
岡
井
機
業
者
を
支
配
守
る
ブ
ロ
ッ
ク
化

も
注
意
せ
ね
ば
む
ら
ぬ
。
例
へ
ば
江
商
資
本
の
指
導
下
に
あ
る
踊
井
機
業
製
品
高
蔽
化
職
出
リ
ン
ク
組
合
、
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
白
試
験

統
制
組
織
と
問
屋
金
融

停

量由

七

停
五
十
一
巻

一三一一九

臨時物費調整周鯛、重要物費の間給続制、円頁。
藤田敬三、問屋制工業目新活路(エコノまスト昭和14年同月z日焼)。

5) 
6) 



続
制
組
椴
と
問
屋
金
融

第
五
十
一
審

= 
四
O 

第
三
掛

七
回

(
軸
物
)
ヱ
揚
、
そ
の
他
一
一
三
白
人
絹
合
祉
の
同
様
な
る
計
聾
等
之
で
あ
っ
て
、
己

L
K
於
て
は
資
本
的
進
出
の
外
、

原
料
肺
販
路
白
撲

張
確
保
、
優
秀
機
業
者
の
港
捧
に
よ
る
品
質
改
良
、
大
量
輸
出
註
文
に
熔
ぜ
ん
と
す
る
用
意
(
特
約
腐
は
同
時
に
輸
出
高
で
あ
る
も
の
が
多

同
時
に
産
地
問
屋
は
排
除
せ
ら
れ
つ
L
あ
あ
。
か
ぐ
の
如
ぐ
配
給
統
制
に
上
っ
て
商
業
者
は
簡
単
に
排

と
等
が
動
機
で
あ
る
が
、

除
さ
れ
は
し
な
い
が
、
配
給
経
路
白
計
養
化
に
よ
っ
て
プ

m
l
ヵ
1
0
如
曹
は
存
在
す
る
徐
地
減
じ
て
給
来
百
人
以
上
も
ゐ
た
の
が

半
減
し
た
。機

械
器
具
工
業

機
棟
器
具
工
業
白
原
料
た
る
鋳
鋼
も
工
業
者
に
配
給
さ
れ
る
。
日
本
銭
銅
製
品
工
業
組
合
舎
(
融
ヱ
聯
】
よ

り
、
大
工
業
者
に
謝
し
て
は
日
本
機
械
製
造
工
業
組
合
曾
(
機
工
聯
)
を
経
て
、

中
小
工
業
者
に
謝
し
て
は
業
種
別
工
聯
又
は
府
鯨
工

聯
を
粧
て
、
各
工
業
組
合
に
制
営
て
ら
れ
、
工
業
組
合
よ
り
工
業
者
に
割
首
誰
明
書
が
奥
へ
ら
れ
る
事
と
在
る
。
か
〈
て
従
来
機
械

商
が
原
料
支
給
・
製
品
販
喪

E
通
ビ
て
も
っ
て
居
h

夕
、
或
は
プ
ロ

l
ヵ
ー
が
自
己
白
勢
力
範
圏
内
に
持
っ
て
ゐ
た
、
中
小
工
業
者
に

針
す
Z
支
配
力
が
弱
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
も
統
制
に
先
立
ち
、
機
械
器
具
工
業
に
於
て
は
大
工
場
が
下
請
護
註
に
よ
っ
て
中

小
工
揚
を
支
配
す
る
事
態
が
庚
ま
り
つ
L
る
っ
た
。
今
や
統
制
に
よ
っ
て
原
材
料
の
配
給
が
中
小
工
業
者
に
は
窮
屈
と
去
る
に
反
し

大
工
業
者
に
比
較
的
多
い
知
か
ら
い
へ
ば
、
大
工
揚
は
む
し
ろ
下
請
を
護
展
せ
し
め
る
己
と
が
容
易
に
友
り
、
之
に
反
L
機
織
商
は

車
に
製
品
販
寅
に
営
阜
の
み
で
、
中
小
工
業
者
を
支
配
す
る
力
を
失
ひ
っ
h
あ
る
。
し
か
も
更
に
工
業
者
の
直
接
販
寅
増
加
し
、
他

方
、
機
械
商
の
従
来
支
配
し
て
ゐ
た
中
小
ヱ
揚
が
屡
々
特
に
低
技
術
で
あ
り
、
機
枕
生
産
計
霊
化
の
圏
外
に
盗
落
し
ゅ
ぐ
た
め
、
機

械
商
の
排
除
は
促
進
さ
れ
る
。
原
持
配
給
経
路
白
整
理
と
大
工
揚
下
請
制
。
護
畏
は
プ
ロ

I
カ
1

0
存
在
す
，
る
徐
地
を
た
く
し
た
。

然
し
己
A
で
も
商
人
は
何
等
か
の
形
で
存
演
し
よ
う
と
す
る
。
例
へ
ば
或
る
機
械
商
は
比
較
的
優
秀
た
る
中
工
揚
に
資
本
的
進
出
を

藤田署世豆、前掲論文、及t>'筆者調韮による。
筆者調査による
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た
し
て
技
術
的
進
歩
の
機
舎
を
奥
へ
、
又
下
請
工
場
数
個
主
従
局
せ
し
め
、
且
製
品
。
販
買
を
捨
営
ず
る
。
卸
ち
出
資
に
基
〈
工
場

白
支
配
力
を
以
て
従
来
の
地
位
を
保
持
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
又
或
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
そ
の
資
本
主
以
て
一
中
工
揚
を
買
牧
し
て

。

自
ら
大
工
場
の
下
請
工
場
と
在
る
と
共
に
、
従
来
よ
り
の
取
引
関
係
あ
り
し
数
工
揚
を
再
下
請
工
場
と
し
て
従
属
せ
し
め
ゐ
。
卸
ち

以
前
の
商
業
者
と
し
て
の
資
本
と
取
引
関
係
を
利
用
し
て
工
業
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
然
L
己
の
揚
合
は
一
膳
商
業
者
と
し
て
は

排
除
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

以
上
綿
織
物
業
・
人
絹
織
物
業
及
び
機
械
器
具
工
業
を
と
り
あ
げ
て
商
人
排
除
傾
向
の
寅
情
を
示
し
た
白
で
あ
る
が
、
同
様
。
事

買
は
原
材
料
配
給
統
制
の
行
は
れ
て
ゐ
る
工
業
に
は
多
少
と
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。

四

問

屋

金

融

の

現

朕

原
材
料
配
給
統
制
が
多
少
と
も
問
屋
商
人
の
排
除
傾
向
に
進
む
ベ
曹
と
と
、
叉
現
賓
に
問
屋
商
人
目
或
る
も
白
は
排
除
さ
れ
た
己

主
は
以
上
見
た
如
〈
で
あ
る
。
然
る
に
問
屋
制
工
業
在
る
も
の
は
中
小
工
業
者
が
市
揚
知
識
白
不
足
、
資
力
白
不
十
分
よ
り
商
業
者

に
依
存
し
、
そ
白
力
に
上
っ
て
組
織
化
さ
れ
て
初
め
て
、
存
立
を
糠
け
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
た
ピ
商
業
に
依
存
し
、
殊
に
金
融
を

受
け
て
ゐ
る
た
め
中
小
工
業
者
は
そ
白
下
に
歴
迫
さ
れ
、
加
工
賃
又
は
債
格
を
切
り
下
げ
ら
れ
る
と
と
が
多
か
っ
た
。
今
日
統
制
白

進
展
に
件
臥
問
屋
商
人
が
排
除
さ
れ
ん
と
し
て
、
問
屋
金
融
の
杜
絶
か
ら
中
小
工
業
者
に
金
融
上
の
困
難
が
超
っ
て
ゐ
泣
い
か
。

先
づ
排
除
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
如
何
な
る
商
人
で
あ
っ
た
か
。
問
屋
制
工
業
に
於
て
は
第
一
に
、
単
調
に
市
揚
化
す
る
に
不
十
分

た
る
種
類
(
工
程
)
と
数
量
、
作
一
を
生
産
す
る
中
小
工
業
者
が
、
自
ら
市
場
知
識
を
有
せ
ざ
る
た
め
、

問
屋
に
生
産
の
方
向
を
指
示
さ
れ

続
制
組
織
ξ
問
屋
金
融

樺
五
千
一
巻

体一一一概

七
五

回

大臣に於て筆者の調蓋したる質例。9、10)



統
制
組
織
と
阿
尾
金
融

努
五
十
一
巻

= 
四

第
一
一
二
世

七
六

販
賀
を
依
存
す
る
が
故
に
、
問
屋
の
存
在
が
必
要
と
な
る
。
而
し
て
工
業
者
の
規
模
の
小
夜
る
ほ

E
問
屋
に
劃
す
る
依
存
性
犬
で
あ

る
。
第
三
花
、
中
小
工
業
者
は
資
力
の
不
十
分
な
る
た
め
原
料
購
入
に
伶
て
問
屋
に
依
存
す
る
。
或
は
原
料
を
問
屋
上
り
支
給
さ
れ

或
は
買
取
る
も
代
金
を
延
腕
と
し
て
製
品
債
格
上
り
差
引
き
て
支
抑
ム
己
と

L
ず
る
。
と
の
鮪
に
於
け
る
問
屋
の
存
在
の
必
要
も
工

業
者
。
規
模
小
た
る
ほ
ど
強
い
。

屡
ミ
設
備
資
金
さ
へ
も
悶
尾
に
仰
ぎ
、
殆

E
絶
え
宇
問
屋
に
劃
し
て
多
少
白
一
債
務
を
負
っ
て
ゐ

る
。
以
上
の
二
つ
白
理
由
か
ら
し
て
、
迄
友
く
し
て
は
工
業
者
白
経
営
が
困
難
と
な
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
間
同
県
は
十
分
存
在
の

理
由
を
有
す
る
。
か
く
の
如
き
揚
合
は
統
制
強
化
の
際
と
離
も
何
等
か
の
形
で
問
屋
を
認
め
ざ
る
を
得
た
い
。
4

ん
も
商
業
者
に
し
て

市
場
機
構
整
備
せ
ざ
る
時
よ
り
の
曲
既
存
物
た
る
に
止
ま
り
、
現
在
は
既
に
そ
白
重
要
性
を
失
っ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
工
業
者
の
規

棋
が
犬
、
と
た
り
、
製
品
種
類
の
規
格
化
し
た
る
場
合
、
商
業
者
の
一
部
は
か
h

る
扶
態
と
友
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
遠
州
綿
織
物
業

に
於
て
は
機
業
者
の
規
模
小
さ
く
、
製
品
種
類
多
く
、
著
し
〈
分
業
化
し
、
そ
の
経
済
的
地
位
は
問
屋
へ
白
依
存
を
必
然
的
た
ら
し

め
て
ゐ
る
。
又
た
阪
・
束
京
等
の
大
商
業
者
と
離
れ
て
ゐ
る
己
と
が
問
屋
の
存
在
を
使
と
す
る
。
己
a
A

で
製
治
問
屋
を
制
度
上
認
め

ざ
る
を
得
在
か
っ
た
の
は
と
の
矯
め
で
あ
る
。
之
に
反
し
播
州
に
於
て
は
機
業
者
比
較
的
大
に
し
て
、
又
製
品
種
類
も
単
純
で
あ
り

問
屋
の
必
要
は
少
い
。
繭
井
人
絹
織
物
業
は
地
域
に
よ
り
少
し
〈
異
る
が
、
犬
憾
に
於
て
小
規
模
機
業
者
多
く
、
問
屋
に
依
存
す
る

と
と
強
か
っ
た
か
ら
、
問
屋
の
排
除
は
完
杢
に
行
は
れ
友
い
。

か
〈
て
第
一
に
工
業
者
の
一
規
模
小
左
る
と
と
、
第
二
に
分
業
費
建
せ
る
乙
と
、
第
三
区
大
阪
束
京
の
如
き
大
商
業
資
本
又
は
輪
開

商
と
遠
隔
せ
る
地
に
あ
る
己
と
は
産
地
問
屋
白
存
在
を
必
要
と
ナ
L
o
か
a
A

る
場
合
に
は
多
く
問
屋
白
存
続
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

小
工
業
者
が
多
い
揚
合
に
は
屡
を
問
屋
は
存
続
を
認
め
ら
れ
ざ
る
を
得
危
い
が
、

一
方
小
工
業
者
多
け
れ
ば
同
者
の
聞
に
金
融
関



係
あ
る
と
と
が
多
い
。
例
へ
ば
-
崎
北
人
絹
織
物
業
に
於
て
は
小
機
業
者
に
封
ず
る
金
融
桐
首
相
制
に
上
り
、
か
h
る
揚
合
に
は
之
が
問

屋
内
地
位
を
向
閉
め
、
問
屋
排
除
傾
向
を
妨
げ
る
。
剖
ち
か
ミ
る
部
門
に
て
は
問
屋
金
融
は
依
然
と
し
て
行
は
れ
、
問
屋
の
地
位
を
章

固
に
す
る
。
問
屋
が
そ
の
資
本
力
を
利
用
し
て
製
治
問
屋
と
な
り
、
或
は
プ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
と
な
り
、
工
業
者
と
し
て
の
資
格
を

も
得
る
と
き
は
、
原
料
配
給
を
獲
得
し
て
一
層
強
〈
た
る
。
己
の
例
の
如
〈
問
屋
金
融
あ
る
揚
合
に
問
屋
排
除
が
常
に
困
難
で
あ
れ

ば
、
問
屋
金
融
社
絶
に
上
る
中
小
工
業
者
の
悶
難
は
さ
し
て
重
要
で
た
く
、
問
題
は
趨
ら
な
い
管
で
あ
る
。

然
し
事
貨
は
必
宇
し
も
さ
う
で
な
い
ロ
問
屋
の
排
除
は
種
々
の
揚
合
に
進
行
し
、
問
屋
金
融
の
杜
絶
と
い
ふ
事
態
が
起
る
E
と
、

在
っ
た
。
第
一
に
暴
に
綾
漣
せ
る
配
給
過
程
白
合
理
化
の
強
行
に
よ
っ
て
問
屋
の
中
に
浪
落
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
。
第
一
一
に
商
業

費
木
の
強
さ
が
そ
の
存
続
力
を
決
定
す
る
一
要
素
で
あ
る
か
ら
、
大
資
本
は
そ
白
力
を
利
用
し
て
存
立
を
保
ち
、
産
地
問
屋
、
殊
に

小
問
屋
は
麗
ミ
排
除
さ
れ
る
。
産
地
問
屋
よ
り
金
融
を
受
け
て
ゐ
た
中
小
工
業
者
は
閑
難
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
左
い
。
更
に
注
意
す

ぺ
舎
は
、
最
近
原
材
料
不
足
が
原
材
料
供
給
者
と
し
て
の
問
屋
(
製
造
問
屋
}
白
地
位
争
一
強
化
し
、
現
金
取
引
を
要
求
す
る
E
と
で
あ

る
。
従
来
延
捌
を
許
さ
れ
て
ゐ
た
工
業
者
は
乙
の
結
か
ら
も
困
窮
す
る
替
で
あ
る
。
と
れ
ら
白
事
情
上
り
い
へ
ば
中
小
工
業
者
の
困

離
は
十
分
抽
出
恕
さ
れ
る
。
然
る
に
最
近
O
事
寅
は
か
L
る
議
想
に
も
拘
ら
や
、
多
一
〈
の
工
業
者
は
金
融
上
の
鴎
難
を
さ
し
て
感
じ
て

mM可

ゐ
な
い
己
と
を
示
す
。
之
は
注
目
す
べ
き
事
貫
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

そ
の
原
因
の
第
一
は
、
工
業
組
合
の
積
極
的
活
動
に
あ
る
。
優
秀
た
る
工
業
組
合
で
は
或
は
原
料
の
共
同
購
入
を
行
ひ
、
或
は
預

金
部
資
金
主
借
入
れ
て
業
者
に
金
融
を
輿
へ
て
ゐ
る
。
突
の
二
表
は
工
業
組
合
白
金
融
事
業
の
般
況
と
、
工
業
組
合
の
共
同
仕
入
資

金
と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
工
り
融
通
せ
ら
れ
た
る
瀬
を
示
す
o

就
中
、
「
組
合
金
融
事
業
欣
況
の
項
目
申
寅
掛
金
及
び
受
取
千
・

z

統
制
組
踊
と
同
居
金
融

第一一一説

-h 
七

停
五
十
一
巻

=
一
四
三

筆者白各地標本調査白結果に上る。



統
制
組
織
企
問
屋
金
風

第
五
十
一
審

形
は
主
と
し
て
組
合
員
に
謝
す
る
原
材
料
配
給
の
結
旧
買
を
一
不
す
も
の
と
見
ら
れ
る
」
。

コ一四回

調
査
年
度

昭
一
一一一一二一一

事
一
表
工
業
組
合
金
融
事
業
批
担
(
車
紋
千
圏
、
慣
シ
平
均
ハ
草
作
圃
)

同

各

組

合

致

貸

付

金

賀

掛

金

受

聴

手

形

七
八
五
回
、
七
0
0
=
一
、
七
七
八
一
、
一
九
O

一、
O
九
九
/
六
、
五
二
ニ
玉
、
二
凡
三
一
、
八
回
O

二、
O
二
二
七
、
六
一
二
九
、
四
八
回
二
、
二
コ
一
三

工
業
組
合
中
央
曾
編
、
工
業
組
骨
年
報
に
依
る
。

合

計
九
、
六
六
八

一一一一、六四六

一
丸
、
=
一
三
八

教

叡

商
工
組
合
中
央
金
庫
劃
工
業
組
合
共
同
仕
入
黄
金
貸
出
般
況

(
金
簡
単
位
千
閏
)

第

表

年

月

末

口

金

昭

四 三 二、、、

五 八 九
二五 O

ご

.
0
一同

=一、一一一一一一

回
、
ニ
ニ
O

線
貸
出
高
=
封
ス
ル
百
分
比

、、、
t
i
l
f
i
l
l
-
-
-〉
l
d
a
E
z
-
-
f
l
J
J

日

数

壷

額

一
六
・
七
二
九
・
四

一
六
・
九
二
二
・
七

二
0
・
王
一
五
二
一

第
三
披

七
J、

一
組
合
首
リ
平
均

一
一
了
一
一
二
七

一
二
・
回
一
七

九
・
五
」
ハ
回

第
一
一
に
は
、
工
業
者
の
収
入
増
加
に
よ
る
。
即
ち
イ
V

フ
レ

I

V

ヨ
ン
の
浸
潤
に
よ
り
各
種
商
品
の
需
要
増
加
し
、
債
格
騰
貴
す

る
と
共
K
、
工
賃
の
昂
騰
も
著
し
い
。
原
料
は
次
第
に
不
足
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ

ιも
拘
ら
宇
、
工
業
者
の
収
入
は
減
ぜ
や
、
む
し

ろ
屡
と
増
加
し
て
ゐ
る
。
と
の
た
め
原
料
が
直
接
工
業
者
に
配
給
さ
れ
る
時
も
そ
の
購
入
資
金
を
自
ら
調
へ
、
現
金
買
の
能
力
を
有

し
て
ゐ
る
。
勿
論
、
製
品
に
つ
い
て
も
現
金
取
引
が
盛
に
行
は
れ
、
販
路
を
見
出
す
E
と
容
易
で
あ
る
。

第
三
に
、
統
制
に
よ
り
生
産
が
規
則
的
と
左
り
、
金
融
上
白
必
要
少
ぐ
た
っ
た
と
と
に
よ
る
。
卸
ち
物
資
の
不
足
か
ら
ひ
い
て
生

産
-
配
給
白
計
葺
化
が
行
は
れ
、
見
込
生
産
は
出
来
る
限
り
抑
へ
ら
れ
て
、
各
種
商
品
に
投
機
的
要
素
が
少
〈
在
っ
た
。
生
産
が
殆

泉豆剛、中小工業金融D寅清とそ白調策(商工行政、昭和'5年5月擁)。2) 



E
規
則
的
に
行
は
れ
、
経
替
が
安
定
す
る
な
ら
ば
、
営
座
の
手
許
F

資
金
さ
へ
あ
れ
ば
生
産
は
継
緯
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

五

問
屋
排
除
傾
向
は
永
績
す
る
か

統
制
組
織
の
整
備
に
伴
ひ
従
来
。
産
業
組
織
と
の
聞
に
摩
擦
が
起
る
、
中
小
工
業
を
問
題
と
す
る
限
り
、
下
請
制
工
業
に
於
て
大

工
場
下
請
制
と
地
方
統
制
工
業
乃
至
輔
換
下
請
工
業
と
の
聞
に
下
請
工
揚
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
屡
と
問
題
が
起
る
。
然
L
E
D
場
合
に

は
問
題
は
比
較
的
簡
単
で
あ
る
。
官
叫
に
問
屋
制
工
業
に
於
て
は
配
給
統
制
が
問
屋
排
除
を
件
ム
た
め
、
己

L
K
問
屋
の
之
に
謝
ず
る

通
路
策
と
之
よ
り
受
〈
る
中
小
工
業
者
の
影
響
と
が
問
題
と
怠
る
。
問
屋
は
一
概
に
旦
容
易
に
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
た
〈
、
そ
の

必
巣
の
あ
る
と
己
ろ
で
は
何
等
か
白
形
で
存
績
を
認
め
ら
れ
ざ
る
を
得
泣
い
。
商
業
者
と
中
小
工
業
者
群
と
の
プ
ロ
ッ
タ
形
成
の
如

き
そ
の
現
は
れ
で
あ
る
。
一
然
し
配
給
粧
路
白
合
理
化
・
簡
単
化
を
行
ふ
限

H
、
各
種
の
産
業
に
於

τ多
少
と
も
屋
聞
の
排
除
は
見
ら

れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
宇
之
に
件
品
中
小
工
業
者
白
金
融
上
の
困
難
は
案
外
見
出
さ
れ
た
い

O
で
あ
る

D

か
L

Z
現
象
は
一
時
的
の

も
の
で
あ
ら
う
か
、
永
績
的
白
傾
向
で
あ
ら
う
か
。

極
め
て
長
期
間
。
傾
向
と
し
て
は
問
屋
は
次
第

ι
l或
る
限
度
ま
で
は
排
除
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
中
小
工
業
者
が
中
小
規

棋
で
あ
る
限
り
問
屋
に
依
存
せ
宇
し
て
は
殆
ど
存
立
を
保
ち
得
な
い
か
ら
、
た
と
ひ
統
制
白
必
要
上
之
を
整
理
ぜ
ん
と
し
て
も
、
そ

の
原
則
を
貰
〈
己
と
は
不
可
能
と
な
る
。
た
vh

現
在
は
工
業
者
の
側
に
於
て
問
屋
依
存
の
秤
度
が
減
ピ
、
問
屋
排
除
。
可
能
性
は
犬

で
あ
る
。
工
業
者
は
第
一
に
は
原
料
配
給
を
直
接
に
得
、
第
二
に
需
要
増
加
し
て
販
賓
容
易
と
在
り
、
第
三
に
は
牧
入
増
加
し
粧
皆

安
定
し
て
、
金
融
を
求
む
る
要
な
〈
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
か
h

る
事
情
は
多
ぐ
統
制
或
は
好
景
気
と
い
ふ
、
い
は
ど
一

統
制
組
織
と
問
屋
金
融

第
五
十
一
巻

三
四
五

保

親

七
九



統
制
組
織
と
問
屋
金
融

第
五
十
一
巻

四
六

第一一一説

ノ一、
O 

時
的
の
現
象
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

一
旦
原
料
が
自
由
に
注
り
、
殊
に
不
景
気
を
迎
へ
る
に
至
れ
ば
工
業
者
は
再
び
苦
境
に
立
ち
、

再
び
問
屋
に
従
属
す
る
可
能
性
が
依
然
と
し
て
極
め
て
多
い
。

占
ん
も
大
資
本
が
中
規
模
の
工
業
に
進
出
し
、
モ
白
比
較
的
優
秀
左
る
も
の
を
支
配
下
に
匿
昔
、
品
質
向
上
、
輸
出
用
大
量
註
丈
白

消
化
等
の
目
的
を
建
せ
ん
と
す
る
傾
向
ば
、
現
在
。
と
こ
ろ
さ
し
て
庚
汎
に
現
は
れ
て
は
ゐ
在
い
が
、
と
の
事
白
慌
産
地
問
屋
の
排

除
と
た
り
、
中
小
工
業
合
理
化
の
目
的
を
も
っ
永
績
的
傾
向
と
認
め
て
差
支
注
い
で
あ
ら
う
。

問
屋
金
融
が
属
加
、
問
屋
の
中
小
工
業
歴
遁
の
原
因
と
た
る
鮪
よ
り
い
へ
ぽ
問
屋
の
排
除
は
喜
ぶ
べ
青
己
主
で
あ
る
が
、
こ
の
一
時

的
現
象
を
訓
練
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
現
に
一
部
の
活
動
的
な
る
工
業
組
合
の
行
へ
る
如
昔
金
融
活
動
と
共
同
事
業
と
を
と
白
際
臨
調

充
す
る
ほ
か
注
い
で
あ
ら
う
。
勿
論
E
白
事
た
る
や
決
し
て
容
易
な
事
で
は
た
い
。




